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自己紹介
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XBRL Japan

ISO/TC 295
Audit data service

XBRL International

『XBRL-GLその誕生とその可能性』

２１世紀初頭、XBRL Japanの創立メン

バー企業の研究開発センタ長でした。
２００２年には、民間企業における
XBRL GLを利用した連結決算のため

の自動仕分けシステムの開発を行い、
２００３年からXBRL GL Working Group
のChairとして、XBRL Global Ledger 
Taxonomy Frameworkの開発を主導し
てきました。
２０１５年から、ISO TC296 監査データ
サービスにJISC 日本産業標準調査会
を代表して参加しています。
２０２２年からは、TC295の研究部会

のコンビーナを務めており、現在制定
中のISO 21926監査データサービスの

ためのセマンチックデータモデルの共
同プロジェクトリーダーとして標準仕
様制定を推進しています。

https://www.sambuichi.jp/?p=7597


発表概要：決済・金融データ連携の全体像について

背景

中小企業の負担軽減

DX推進による利便性向上

商取引と金融決済サービスの連携範囲の拡大

施策

データの標準化と変換プロセスの強化

会計情報の出力先

データ連携基盤におけるセキュリティサービスの必要性

内部報告向けXBRLの活用

今後

新しい課題と将来的な展望
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背景

中小企業の負担軽減
DX推進による利便性向上
商取引と金融決済サービスの連携範囲の拡大
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中小企業の負担軽減

中小企業は、取引先ごとに異なるEDIシステムへの対応を
求められる現状があります。

統一規格を導入することで、個別対応の必要性がなくなり、
業務負担を軽減できます。
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出典：電子インボイスに係る 取組状況について令和2年12月9日内閣
官房IT総合戦略室

「電子インボイスとXBRL 2021-07-17追記」（https://www.sambuichi.jp/?p=4255）

カテゴリ：eインボイス (https://www.sambuichi.jp/?cat=45)

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/katsuryoku_kojyo/katsuryoku_kojyo/dai1/siryou3.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/katsuryoku_kojyo/katsuryoku_kojyo/dai1/siryou3.pdf
https://www.sambuichi.jp/?p=4255
https://www.sambuichi.jp/?cat=45


DX推進による利便性向上

DX推進による利便性向上
サイロ化された業務システム、会計ソフト、金融システムを統一規格で連携することで、事業者間取引や決済における課
題を解決し、DX（デジタルトランスフォーメーション）を促進します。
これにより、法令対応や債権債務管理に伴う作業の効率化が可能となり、企業全体の競争力向上に寄与します。
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「電子インボイスとXBRL 2021-07-17追記」

（https://www.sambuichi.jp/?p=4255）

https://www.sambuichi.jp/?p=4255


商取引と金融決済サービスの連携範囲の拡大

• 多様な取引と決済情報をつなぎ、未来を支えるデータ連携基盤

• 物流情報から多様な金融決済情報まで、受発注や決済通知、

インボイスなど、商取引と金融サービスの広範な連携を実現。

• 受発注、出荷案内、検収通知などの物流情報や、公共料金、

コーポレートカードの決済通知など、多様な金融決済情報の

データ連携も対象。インボイスにおいては適格請求書に限定せ

ず、適格簡易請求書や適格返還請求書も対象。
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施策

データの標準化と変換プロセスの強化
会計情報の出力先
データ連携基盤におけるセキュリティサービスの必要性
内部報告向けXBRLの活用

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0). 8



データの標準化と変換プロセスの強化

商取引および金融決済サービスのデータ連携では、国連標準共通辞書（UNCCL）や国税庁標準勘定科目コードなどの統
一規格を活用し、データ項目の一貫性を確保します。また、汎用データ変換処理や構文バインディングデータ変換を用い
ることで、さまざまなEDI形式や業界標準に柔軟に対応可能とします。
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汎用監査データ変換器 (Universal Audit Data Converter, UADC）

https://www.sambuichi.jp/?s=コアインボイスゲートウェイ

2023年8月 東京税理士界 情報通

https://www.sambuichi.jp/?p=11035
https://www.sambuichi.jp/?s=コアインボイスゲートウェイ
https://www.tokyozeirishikai.or.jp/common/pdf/tax_accountant/jyoho/2023_08.pdf


会計データ収集

会計データ収集
会計データは、商取引や金融決済サービスだけでなく、
経理部門や税理士、会計士向けの監査データ収集
（ISO/TC 295監査データサービス）も目的としていま
す。
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https://jicpa.or.jp/specialized_field/20211217fbi.html

https://www.iso.org/committee/5648297.html

出典：日本公認会計士協会 ＩＴ委員会研究報告 2021年12月17日

「監査データ標準化に関する留意事項とデータアナリティクスへの適
用」（公開草案）の公表について

https://jicpa.or.jp/specialized_field/20211217fbi.html
https://www.iso.org/committee/5648297.html


財務省主税局による納税環境整備に関する研究会（第２回） 令和５年10月30日  資料概要
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https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/no
uzeikankyo_kenkyukai/nouzeikankyo_gijihaihu/
20231030shiryo01.pdf

1. デジタル化の推進
2. コンプライアンスの確保
3. 具体的なデジタル化の取り組み
— GビズIDとe-Taxの連携強化、法定調書の電
子提出促進。
—納税者と税務当局間の手続きの電子化に
よる効率化と利便性向上。
—セキュアード・チェーン・アプローチの導入。
具体例と事例
—不正申告や仮装・隠蔽による税務問題の事
例分析と対策。
—デジタル化による税務コンプライアンスの向
上と負担軽減の方向性。

今後の方向性
—取引情報のデジタル化とその自動処理の
重要性。
—税務データの学術研究目的での利用促進
と個人情報保護の整合性確保。
—国税庁の次世代システム導入に伴う電子
化の推進と国・地方のシステム間連携の検討。

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/nouzeikankyo_kenkyukai/nouzeikankyo_gijihaihu/20231030shiryo01.pdf
https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/nouzeikankyo_kenkyukai/nouzeikankyo_gijihaihu/20231030shiryo01.pdf
https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/nouzeikankyo_kenkyukai/nouzeikankyo_gijihaihu/20231030shiryo01.pdf


税務行政のデジタル・トランスフォーメーション －税務行政の将来像 ２０２３－令和５年６月２３日 国税庁
— 国税庁の次世代システム導入に伴う電子化の推進と国・地方のシステム間連携の検討。
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https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/digitaltransformation2023/pdf/syouraizo2023.pdf

https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/digitaltransformation2023/pdf/syouraizo2023.pdf


財務諸表の勘定科目コード表（国税庁）
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https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_zaihyo_taishaku_02.htm

1. 一般商工業 2. 建設業  3. 銀行・信託業 4. 銀行・信託業（特定取引
勘定設置銀行）  5. 建設保証業  6. 第一種金融商品取引業  7. 生命
保険業  8. 損害保険業 9. 鉄道事業  10. 海運事業  11. 高速道路事業  
12. 電気通信事業  13. 電気事業 14. ガス事業  15. 資産流動化業  16. 
投資運用業  17. 投資業  18. 特定金融業  19. 社会医療法人  20. 学
校法人  21. 商品先物取引業  22. リース事業  23. 投資信託受益証券 

https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_zaihyo_taishaku_02.htm


XBRL GLと財務報告の連携利用

外部報告用の科目を、XBRL GLの集計先として定義した場合、
計算書類に記載する科目の数値がどのGLデータから集計され

るか分かります。こうして対応関係を用途別に定義することで、
多様な財務報告の数値それぞれが、どのような内訳から構成
されているのか参照出来るようになります。

XBRL GLは、XBRL仕様に基づいており、項目間の関係を含めた

詳細な企業取引情報をタクソノミ文書とインスタンス文書で表
現できます。内部報告における標準的なデータ仕様を提供し
ており、多様な業務システムの情報を共通の表現に変換する
ことが可能となります。

こうすることで、データ源とその利用アプリケーションを個別に
連携させる従来の複雑なNxMの対応関係を単純なN+Mの関
係に変更することが可能です。

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0). 14

出典： XBRL Japanホームページ XBRL GLと財務報告の連携

会計ソフト

https://www.xbrl.or.jp/modules/pico7/index.php?content_id=9


内部報告向けXBRLの活用

内部報告向けXBRLの活用
構造化CSVとXBRLタクソノミを活用することで、データの
利便性を向上させます。
また、データの意味内容を明確化するだけでなく、多言語
対応の表現形式を提供し、ソフトウェアと人間の両方に活
用可能な技術基盤を実現します。これにより、内部報告
や分析作業の効率化を図り、グローバルな企業活動にも
対応可能なデータ連携環境を構築します。

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0). 15

出典： XBRL Japanホームページ XBRL GLとは

https://www.xbrl.or.jp/modules/pico1/index.php?content_id=21


今後

新しい課題と将来的な展望
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新しい課題と将来的な展望

データ連携基盤の設計と運用において、利用者識別や認証に
おける信頼性確保が主要な課題です。

これに加え、業界横断的な標準規格のさらなる統一と、政府主
導の支援体制の整備が求められます。

将来的には、より高度な自動化やAIの活用によるデータ分析・
活用の幅を広げることも視野に入ります。
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データ連携基盤 （経済産業省 ウラノス エコシステム） 
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出典：データ連携のためのモデル規約 解説と論点整理第 1 版（令和 6 年６月）経済産業省 
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/moderukiyakukaisetu.pdf 

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/moderukiyakukaisetu.pdf


データ連携基盤におけるセキュリティサービスの必要性

データ連携基盤の利用者（個人/法人）のa) 識別子情報の発行と、その識別子を検証するためのb) 秘密鍵の発行など、
セキュリティサービスが必須となります。
これらのサービスは、政府が国民サービスとして提供する形が望ましいと考えます。
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決済・金融データ連携の全体像
企業間取引・決済における業界標準システムと金融システム連携の全体像

*1中小企業が取引先ごとに異なる多種多様なEDIや決
済サービスに個別対応する必要がなく、データ連携基盤
に接続するだけで対応できる世界。

会計ソフト/ERP

企業間取引・決済のための
連携機能（汎用アダプター）

統一規格
▪ データ項目
国連標準共通辞書 UNCCL
XBRLタクソノミ

▪ 標準コード
国税庁標準勘定科目コード
国連標準コード UNTDID

▪ データ構造
構造化CSV(xBRL-CSV)

紙
(Excel, PDF, 

個別アプリ)

EDI利用

企業

仕訳記帳
EDIデータで売掛/買掛計上
送金データで買掛清算
入金データで売掛清算

EDI未利用

企業

汎用データ変換処理
構文バインディングデータ変換

流通BMS

ECALGA

JP PINT

業界EDI

電子レシート
公共料金
法人カード

業界VAN

ZEDI（ISO20022）ほか
送金/入金

汎用データ変換処理
意味論的対応によるデータ変換

人手のかかる会計処理
清算金額不一致（違算）の処理
請求書鑑データ
追加請求・返金

販売管理ソフト
調達管理ソフト

ERP
決済・金融

企業間取引・決済における業界
標準システムと金融システムの
連携を構築することで、導入済
みの既存システムを活用しつつ、
必要な情報の自動収集・処理を
実現します。
これにより、法令対応に伴う個
別システムの改修費用の削減、
取引先との債権債務残高の一
致確認作業の効率化、さらには
社内他部署との情報連携にか
かる人手や時間の削減を目指し
ます。
サイロ化された業務システムと
会計ソフト、金融システムの連携
を統一規格で構築し、事業者間
取引・決済における課題の解決
を目指します。

汎用データ変換処理
意味論的対応によるデータ変換

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0).

【凡例】
*１EDIへのデータ
EDIからのデータ

   金融データ

汎用データ変換処理
意味論的対応によるデータ変換

電子商取引サービス

*1

中小企業共通EDI
(国連標準共通辞書）

20

企
業
間
取
引
の
Ｄ
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ッ
ト
フ
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デ
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タ
連
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基
盤

（例：中小企業共通EDIに接続すれば流通BMSから仕入明細が受け取れる）



PCA会計hyper
仕訳データCSV

構造化CSV

構造化CSV：伝票/明細行/補助科目・原価部門・取引先などの階層構造を重複なく１枚のシートに記載

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0). 21

標準コード

伝票
明細行

補助科目
原価部門
取引先



会計データ検証ソフト
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統一規格(標準会計データ項目,統一コード,構造化CSV)を用いた
会計データ検証ソフト（オープンソース Python）

仕訳帳

損益計算書

残高試算表

総勘定元帳

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0).

貸借対照表



Data-based reportingとReal-time Economy: 日本におけるデータ連携基盤への提言

© 2025 SAMBUICHI PROFESSIONAL ENGINEERS OFFICE. Licensed under Creative Commons Attribution 4.0 International (CC BY 4.0). 23

エストニアの「Data-based reporting」と「Real-

time Economy（RTE）」は、データ連携の効率化と

負担軽減を目指す先進的なモデルです。本記事では
、これらの概要と日本への応用可能性を提言してい
ます。リアルタイムのデータ処理、自動化、標準化
された情報交換基盤（例：X-Road）を導入すること

で、行政手続きや税務報告の効率を向上させ、透明
性を高める方法を具体的に示しています。

https://www.sambuichi.jp/?p=14262

https://www.sambuichi.jp/?p=14262


Real-Time Economy
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https://realtimeeconomy-
bsr.eu/reporting-model-and-
roadmap



構造化CSVと統一規格による中小企業のデジタル化
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構造化CSVと統一規格による中小企業のデジタル化

このスライドは、中小企業のデジタル化を目的に、
構造化データ標準（XBRL-CSVなど）を活用した業務
効率化の枠組みを示しています。ペポルJP PINTや
業界EDI、電子レシート、デジタルバンキングなどの

外部情報源と、販売管理、調達管理、在庫管理、入
出金管理などの内部システムを統合し、情報の円滑
なやり取りを可能にします。これにより、税務や決算
などの外部報告が効率化されるとともに、業務全体
の生産性向上を目指しています。本構想は、フィン
ランドのTARTIOプロジェクトに触発されたものです。

https://www.sambuichi.jp/?p=10499
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